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地区薬剤師会 ご担当者 様 

 

公益社団法人 東京都薬剤師会 

 

東京都にある薬局を対象とした調査への協力依頼について（周知方依頼） 

 

 平素より、本会会務に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて今般、東京薬科大学 薬学部 社会薬学研究室より別紙のとおり、東京都にある薬

局を対象とした調査への協力依頼がありました。 

東京薬科大学では、東京都にある薬局（t-薬局いんふぉから無作為化抽出）を対象と

した３つの調査（調査１～３）及び全国の薬局を対象とした１つの調査（調査４）を今

年度中に順次実施しているところですが、２０２２年１１月半ばから開始した「調査

１：地域薬局における漢方薬等の利活用に関する調査」の回収率が思わしくないことか

ら、本会に周知方依頼がありました。 

つきましては、会務ご繁多な折、誠に恐縮ではございますが、調査依頼のあった貴会

会員薬局の皆様にはアンケートにご回答いただきますよう周知をよろしくお願い申し

上げます。 



【別 紙】





	この度､2022年11月より実施する「地域薬局における漢方薬等の利活用に関

する調査」の対象として、貴薬局が選ばれたことをご案内するとともに、調

査概要および調査の流れ等をご説明させていただくための資料です。

実施団体
東京薬科大学	薬学部	社会薬学研究室 
東京都八王子市堀之内1432-1（担当：山田）

実施団体およびアンケート調査の背景(課題)･目的

• 東京薬科大学薬学部	社会薬学研究室は、地域薬局および薬剤師の取組や活動を応

援するために、調査研究を実施しています。

• 主な目的は、地域薬局機能を含む漢方薬等の利活用状況を調べることです。

本調査の結果は、地域薬局におけるセルフケアプロモーションを考える上での大切

な基礎資料となります。

• アンケートは無記名で行い、回答された個人は特定されません。また、アンケート

への参加・不参加は、貴方様の自由意志で決めることができます。

• お忙しいところ、大変恐縮ではございますが、調査の趣旨と目的をご理解いただき、

アンケート調査へのご協力をお願いいたします。

調査概要

令和4年度・調査研究

地域薬局における漢方薬等の 

利活用に関する調査 

《ご協力のお願い》
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【資 料】



調査対象に選定された理由

　本研究を実施するために東京都薬局機能情報提供システム(t-薬局いんふぉ)より、「薬

局サービスでさがす」という項目中にあります、相談に対する対応(服薬等に関する相談

(お薬相談))の箇所で、「漢方相談」の対応可および対応不可に該当する薬局から、それぞ

れをランダム抽出し、調査対象として選定致しました。	 

研究への参加と撤回	

　本研究の趣旨をご理解いただきご参加いただければと思いますが、参加するかどうかは

ご自身で決定してください。説明を読んでお断りいただくこともできますので、研究の辞

退については、研究責任者にお電話或いはメールにてお知らせください。お断りになった

り、一度参加を決めてから途中で辞退されることになったりしても、何ら不利益を被るこ

とはありません。また、アンケート回答の終了後、いつでも参加を辞めることもできま

す。その際には、それまでに収集したデータを分析対象としてよいのか、廃棄を希望され

るのかをお聞かせいただければ、それに従ってデータを取扱います。 

研究に協力することにより期待される利益	

　本調査結果は、薬局における漢方薬(医療用/一般用漢方製剤,漢方･薬局製剤等)の活用に

より、地域に暮らす需要者のセルフケアにつながる手段の一つとして、セルフケアプロモ

ーション推進に関する基礎データとして、期待されます。 

　また本調査に参加し、アンケート調査票の回答をご提出していただくと、後日、実施団

体より、QUOカード500円分を謝礼としてお送りいたします。 

研究参加に伴う安全性の確保	

　本調査の参加には、何ら身体的な危険は伴いません。しかし、アンケート回答を進める

なかで回答したくないことが質問された場合は、無理に回答いただかなくて結構です。ま

た、アンケート回答を中断または中止された方は研究を辞退していただくことになります

が、改めてアンケート調査に参加いただける場合は、研究責任者にお伝えください。


守秘および個人情報、研究データの取り扱い	

　本研究調査で得られた回答データを､研究目的以外に用いることはなく､守秘を守りま

す。また個人情報を保護するため､回答する方のお名前や個人を特定できるような個人情報

は研究データから取り除き､個人が一切特定されない形にして､研究責任者の責任下にて研

究のため５年間保管します。なお､５年経過後には同意書を含む全てのデータを廃棄しま

す。


研究に関する資金源	

　本研究は、興和株式会社からのセルフケア推進に関する調査研究のための受託研究資金

により実施します。 

本調査へ参加される前に必ずお読みください
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研究の倫理審査および研究成果の公表

		本研究は、東京薬科大学における「人を対象とする医学･薬学並びに生命科学系研究」に 

	関する倫理審査委員会の承認を得ています。（人医-2022-017）


アンケートの調査結果は、学術雑誌または学会等で発表する予定です。

また、東京薬科大学薬学部社会薬学研究室ホームページで公開いたします。

閲覧URL：　https://toyaku-shakaiyakugaku.jp

調査の流れ　(アンケートのご回答は、2022年12月20日までにご返送ください)

東京薬科大学薬学部社会薬学研究室で行います。

ご提出の方法は､最寄りのポストへご投函ください。

お時間のある時に、アンケートにご回答ください。 

（回答は､	全20問	10分程度を想定しています）

同封内の「地域薬局における漢方薬等の利活用に関す

る調査」の研究の説明文書をご参照ください。

※ご回答の終了後、必ず返信用封筒の中にアンケートを封入してください。

※調査期間中に、お手数ですがご提出をお願い致します。

ご郵送物をご確認ください。

送付物：①本資料、②調査表(アンケート冊子)、③同意撤回書、④返信用封筒
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アンケートの
集計･取り纏め

アンケートの
ご提出

アンケートに
ご回答(任意)

調査説明

調査のご案内

https://toyaku-shakaiyakugaku.jp


本研究についてご不明な点がありましたら、いつでも遠慮なく研究責任者におたずねください。

東京薬科大学薬学部社会薬学研究室
研究責任者：山田哲也
042-676-1590 ／ tyamada@toyaku.ac.jp

お問合せ先
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□ LogoA1+C3_03（TUPLS）

地域薬局・薬剤師の応援団
～ 東 京 薬 科 大 学・社 会 薬 学 研 究 室 ～

地域薬局・薬剤師の応援団
～ 東 京 薬 科 大 学・社 会 薬 学 研 究 室 ～

□ LogoA1+C3_02（TUPLS）

東京薬科大学 薬学部 社会薬学研究室様

Logo A1+C3_組み合わせ案（TUPLS）（モノクロ）




